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検討の進め方について（案） 
 

平成１０年１０月２９日 
核 融 合 開 発 室 

 
１．はじめに 
 核融合会議においては、以下の検討項目について検討を行い、３極によりＩＴＥＲ工学設
計活動を継続・完了することの意義及び実現性について検討・確認するとともに、我が国が
ＩＴＥＲに取り組む姿勢を明確にする。 
 
２．具体的な検討項目 
（１）米国が撤退する背景とＩＴＥＲ推進の意義の変更の有無 
 ○米国がＩＴＥＲから撤退する背景を分析 

- 米国がＩＴＥＲから撤退するに至った経緯及びその背景を分析。 
 ○ＩＴＥＲ推進の意義を見直すことの是非 

- 上記米国のＩＴＥＲ撤退の背景に鑑み、米国のＩＴＥＲ撤退の理由が米国独自の
事情によるものであるのか、あるいは、ＩＴＥＲ推進の意義の見直しに繋がるもの
であるのかを分析。 

 
（２）我が国のＩＴＥＲへの取り組みの基本方針 
ＩＴＥＲ推進の意義を踏まえ、我が国におけるＩＴＥＲへの取り組みに係る基本スタンス
及び各段階における取り組みの姿勢を明確化する。 
 ○ＩＴＥＲに対する基本スタンス 

- 実験炉開発、国際協力等の観点から我が国のＩＴＥＲに対する基本スタンスを明
確にする。 

 ○工学設計活動に対する取り組み 
- 工学設計活動の目標、目標達成に向けての我が国の取り組み等について検討する。 

 ○建設に向けての取り組み 
- 我が国が建設に向けて果たすべき役割、建設に向けたプロセスについて検討する。 

 
（３）３極によるＥＤＡ継続に関する具体的検討 
 ① 米国の撤退がＩＴＥＲ計画に及ぼす影響の分析と対応 

• 政策面 － ＩＴＥＲ推進に関わる政策面への影響 
      （建設の決定、実施及びサイト決定の側面） 



      ３極間の政策的な整合性や協力関係 
• 技術面 － 米国の技術力の評価 

      （米国の撤退がＩＴＥＲ計画の推進に技術的な困難性を与えるか否か 
について） 

 ② 活動計画の検討 
延長期間中における具体的な活動計画をもとに、３極による実現性を検討。 
 
（４） まとめ 
以上の議論をもとに、３極でＩＴＥＲを推進する意義及び実現性と我が国としてＩＴＥＲ
に取り組む姿勢について結論を得る。 
 
３．スケジュール（予定） 

  第１２９回会合 
 １０月２９日（木） 
 １０：００－１２：３０ 

現状・経緯 
今後の検討の進め方について検討（全体
的な意見交換を含む） 

  第１３０回会合 
 １１月１３日（金） 
 １４：００－１７：００ 

今後の進め方に沿って具体的に検討 

  第１３１回会合 
 １１月２５日（水） 
 １４：３０－１７：００ 

議論の継続及び意見の集約 

（必要に応じて、引き続き検討） 


